
組立て部品 使用ボルト

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
このテレビスタンドは組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

テレビスタンド(100-PL008シリーズ)組立説明書

完成図

★用意していただくもの・・・・・
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください）
プラスドライバー、毛布

使用ボルト

総耐荷重　45kg
　　　　  (40kg以下のテレビを取付け可能)

六角レンチd(8mm)×1本

六角レンチc(6mm)×1本

六角レンチb(5mm)×1本

六角レンチa(3mm)×1本

ポールにレッグフレームを取付けます。1 机など台の上に載せ、レッグフレームに角パイプを取付けます。2

角パイプ(小)

角パイプ(小)
ワッシャーR

※机など台の上に毛布
　などを敷いて作業します。

角パイプ(大)

角パイプ(大)

ポール

棚板ブラケットA

　ステー
※ねじ穴がある方を
　下に向けます。

　ステー
※ねじ穴がある方を
　下側に向けます。

レッグフレーム

ワッシャー I

　ボルトH
※六角レンチ d(8mm)
　で締めます。 　ボルトO

※六角レンチ c(6mm) で締めます。

※ポールの突起が下に
　なるように取付けます。

　ボルトM
※六角レンチ a(3mm) で緩めに
　付けておきます。

　ボルトM
※六角レンチ a(3mm) で
　緩めに付けておきます。

棚板ブラケットAは上図の
向きで差込み、ボルト Fと
ナットGを緩めに取付けます。

ステー×2個

ワッシャー I×2枚

ワッシャーR×12枚

ワッシャーE×4枚

スプリング
ワッシャーP×4枚キャスター×4個

ナット (大 )L×4個

ケーブル
フック×2個

ボックスレンチ×1個

角パイプ (大 )×2本

角パイプ (小 )×2本

テレビ用ブラケットB
×2本

ポール×2本

カバー×2個

抜け止め×1個

キャップ×2個

レッグフレーム×1個

棚板ブラケットB×1個

棚板ブラケットA×2個

テレビ用ブラケットA×1個

　ボルト F
※六角レンチ b(5mm)
　で取付けます。

ナット(小 )G

①ポールにステー、棚板ブラケットAを通します。
※下図の順に差込みます。

②レッグフレームを取付けます。
前 使用ボルト

ステーのボルトがある方が
後です。

ボルトB×4本〔M5×12〕

ボルトC×4本〔M6×12〕

ボルトD×4本〔M8×16〕

ボルトA×4本〔M4×12〕 ボルトJ×4本〔M6×12〕

ボルトM×4本〔M6×8〕

ボルトF×2本〔M6×20〕

使用ボルト

ボルトF〔M6×20〕

ボルトK×4本〔M8×45〕

ボルトO〔M8×55〕

ボルトO×8本〔M8×55〕

ボルトH×2本〔M10×16〕

ボルトH〔M10×16〕

木ネジN×8本〔4×9〕

テレビ用
ブラケット寸法
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ナット (小 )G×2個

棚板×1枚

ボルトM〔M6×8〕

スペーサー
(t=20mm)×4個

ボルトQ×4本〔M6×35〕

ボルトR×4本〔M8×35〕



ポールを任意の高さに伸ばします。7 ポールにテレビ用ブラケットAを取付けます。8

キャスターを取付けます。3 棚板ブラケットAに棚板を取付けます。5
使用ボルト

棚板裏面に棚板ブラケットBを取付けます。4

※左右のポールを同じ高さにしてください。※左右のポールが傾かず、まっすぐ立っていることを確認してから
　任意の高さでステーのボルトを締付けます。

※穴を前に向けます。

締める

ステー

ステー

裏から見た図
棚板の下記の穴をねじ止めします。

木ネジN

　キャスター
※ロックをかけて手で回し、
　しっかりと固定します。

スプリングワッシャーP

ボルトK

棚板ブラケットB

棚板裏面

締まる

前
六角レンチ b
(5mm)

緩む

　ポールのボルトを緩める
　と長さ調節ができます。
※調節後はしっかりと締付
　けて固定します。

六角レンチ a(3mm) でしっか
りと締付けて固定します。

使用ボルト

使用ボルト

全体を起し、ステーのボルトを
締付けます。6

テレビ用ブラケットA ワッシャーR

横から見た図

六角レンチ b
(5mm)

※取付け後、テレビ用ブラケットが水平になっていることを確認してください。

ナット (大 )L

ナット (大 )L
前

ナット (大 )L は平らな方が前です。

六角レンチc
(6mm)

ボックスレンチ

ボックスレンチに六角レンチ
(6mm)を差し込みます。

ボルトJ〔M6×12〕

ボルトK〔M8×45〕

木ネジN〔4×9〕

前

六角レンチa(3mm)

ステー

締まる

上
ボルトJ

棚板

六角レンチ b(5mm)
※棚板を取付け後棚板ブラケットB
　のボルトを締めて固定します。

棚板ブラケットA

上から4つ目の穴が出ない範囲
で高さを調節してください。

ポールの左右どちらかに
抜け止めを取付けます。

抜け止め



キャップ、カバー、ケーブルフック
を取付けます。9

テレビ用ブラケットAにテレビ用ブラケットBを取付けて完成です。
※必ず大人2人以上で取付けてください。11 テレビの高さ調節方法 棚板の高さ調節方法

キャップ
カバー

カバー

ボルトが長すぎるとテレビを破損する場合があります。また、ボルトが短すぎるとテレビがしっかりと固定できず
脱落する恐れがあります。取付けに適したボルトの長さは各テレビによって異なります。
必ずテレビの取扱説明書や、メーカーへの問い合わせなどでご確認の上、取付けるボルトの長さを決めてください。

テレビ用ブラケットBをテレビの裏面に取付けます。
※取付け可能なテレビの重量は60kgまでです。それ以上のテレビは絶対に取付けないでください。10

下

毛布など

　テレビ用ブラケット
※長穴がある方が下です。

ボルト ※付属のボルトが最後まで締ま
　らない、またボルトが少ししか
　回っていないなど、ボルトが
　合わない場合は、強度に十分
　ご注意の上、市販の適切な
　サイズのボルトをご用意ください。

毛布などを下に敷き、テレビへの
傷や破損に十分ご注意ください。

テレビに付属しているスタンド類
は取外してください。
スタンド類の取外し方法はテレビ
の取扱説明書をご参照ください。

〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10-1
TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381

サンワダイレクト

①テレビ用ブラケットAにテレビ用ブラケットBを引っ掛けます。 ①テレビ用ブラケットB
　のひもを下に引きなが
　ら、テレビを傾けて取
　外します。

②テレビ用ブラケットBの下側をテレビ用
　ブラケットAに押し付けてストッパーで
　ロックします。

②テレビ用ブラケットAの高さを調節し、
　再度テレビ用ブラケットBを取付けます。

テレビ用ブラケットA

テレビ用ブラケットB

指などをはさまないように
十分ご注意ください。

この作業は必ず大人2人以上
で行ってください。

※この時点ではまだ固定されていません。
　落下等に十分ご注意ください。

※カチッと音がなる
までテレビ用ブラ
ケットAに押し付
けます。 ストッパー

※壁面用ブラケットの凹み部分
　に引っ掛けてください。
　凸部分に引っ掛けるとストッ
　パーが掛からず脱落する恐れ
　があります。

壁面用ブラケット

※マグネットを内蔵したひ
　もの先端をテレビ用ブラ
　ケットなどにくっつけて、
　テレビの後に隠すことが
　できます。
※ひもを下に引っ張るとス
　トッパーが外れ、ブラケッ
　トを取外すことができます。

締まる

棚板

締まる

六角レンチ b
(5mm)

六角レンチ b
(5mm)

緩む
緩む

　ポールのボルトを緩めると長さ調節
　ができます。
※調節後はしっかりと締付けて固定し
　てください。

　棚板ブラケットAのボルトを緩める
　と長さ調節ができます。
※調節後はしっかりと締付けて固定し
　てください。

BF/BC/TTDaC

ケーブルフック

ひも

ワッシャーE
※ボルトA、B使用時のみ

横から見た図

テレビ背面

テレビ用
ブラケットA

組立て手順⑪でテレビ用ブラケットAとテレビ背面に
接続したケーブルが干渉する際はスペーサーをご使用
ください。

テレビ

ケーブルの
コネクタが
干渉している

スペーサー

　スペーサー
※テレビ背面に接続した
　ケーブルがブラケットA
　に干渉する時に使用します。


